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情報リテラシーセミナー

外国語雑誌論文検索

学習院大学図書館

2010

■データベース

□ 図書を探す

□ 雑誌を探す

GLIM/OPAC, NACSIS/Webcat,   

Worldcat

□ 雑誌記事・論文を探す

□ 雑誌の本文を読む

Humanities International Complete

JSTOR, Google Scholar 

外国語の文献を探すためのツール

外国語論文（主に英語）の特徴

JSTOR
EBSCOhost

出版社のE-Journal

FirstSearch

デジタル化と提供サービスが充実

発行機関の
リポジトリScience Direct

アクセスフリーな
論文

http://web.ebscohost.com/ehost/results?sid=f48e0550-c279-4d16-8927-9af30ff04030@sessionmgr104&vid=4&hid=4&
http://www.jstor.org/
http://web.ebscohost.com/ehost/results?sid=f48e0550-c279-4d16-8927-9af30ff04030@sessionmgr104&vid=4&hid=4&
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本文入手までのルート①

EBSCOhost Humanities International Complete

★ポイント★

各種データベースを横断検
索することが可能。

全文・抄録を検索し，検索結
果については印刷・ダウン
ロード・E-Mail 送信が可能。

＜Humanities International 

Complete＞

文学、言語学、地域文化、
歴史、哲学、神学、社会学、
芸術等、人文科学分野を包
括的にカバーするフルテキ
ストデータベース

フランス語、スペイン語、ドイ
ツ語、イタリア語、ポルトガル
語等、英語以外の雑誌情報
もフルテキストで収録

iPhone
iPad

OR

TX All Text

PDF全文 ボタン有り

PDF全文
HTML全文 ボタン無し

↓
GLIM/NAVIボタンをクリック

PDF全文 または

HTML全文 がある
→本文表示

PDF全文 または

HTML全文 ない

→学習院での収録誌の所蔵を検索

→ない場合、文献複写申込or

他大学へ訪問利用（紹介状）

GLIM/OPACで冊子
体の所蔵を検索

「文献複写申込」で

コピーの取寄申込
(院生・教職員のみ)

本文入手までのルート②

JSTORから

Advanced Searchを
クリック

★ポイント ★

人文科学・社会科学
系が中心。

洋雑誌の創刊号か
ら最新号より２～５
年前までの論文を集
積。

すべて全文提供。

http://glim-els.glim.gakushuin.ac.jp/source/dbnavi/
http://www.jstor.org/
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Articleを選択

＊今回は「item title」を選択

full-text（記事全体）
author（著者）
item title（文献のタイトル）
abstract（抄録）
caption（図表のタイトル）

PDFで本文表示可能

本文表示
本文入手までのルート④

google scholar から

★ポイント★

学術論文を公表し利用
を促進したい団体等が
登録

論文、要約、および引
用を検索

ウェブで全文を閲覧で
きる場合が多い。

キーワード
著者名・・・etc

オプションを使用す
ると効率的

デジタル本文への
リンクはないが、冊
子体での所蔵がな
いか、または、他
大学から取り寄せ
ができないか

ダイレクトにpdfで
本文表示可能

学習院大学契約
データベースから
本文表示可能

雑誌単位での表示
可能

GLIM/OPACで冊子
体の所蔵を検索

「文献複写申込」で

コピーの取寄申込
(院生・教職員のみ)

論文全文表示可能

http://www.gakushuin.ac.jp/univ/glim/
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本文入手までのルート①

google scholar から
本文表示

GLIM/NAVIへのリンク可能なDB

◙ EBSCOhost

(Humanities International Complete, Business Source Elite他）

◙ JSTOR 

◙ Google Scholar

◙ First Search

◙ CiNii（日本語）

◙ Magazine Plus（日本語）

検索実習

実習１～２（５分）
＊終わった方は3・4もやってみてください

デジタル本文や学習院に所蔵がない場合

→ 複写取り寄せ依頼【実費負担】

→ 相互貸借【実費負担】*自宅への持ち帰り不可

専任教員・大学院生→ オンライン

学部生・その他→ 大学図書館2階

レファレンス・カウンターへ

→ 訪問利用(紹介状)
大学図書館2階レファレンス・カウンター へ

文献複写･訪問閲覧

http://scholar.google.co.jp/schhp?hl=ja

